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近
所
の
小
学
校
で
は
立
派
な
額

に
納
め
ら
れ
た
名
画
の
複
製
が
踊

り
場
や
廊
下
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
枚
の
絵
の
前
で
何
人
か
の
小
学

生
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

「
こ
の
絵
の
中
の
人
た
ち
、
何
を

し
て
い
る
の
？
」

「
草
む
し
り
ー
！
」

「
い
つ
の
季
節
か
な
？
」

「
ふ
ゆ
ー
！
」

「
残
念
！
麦
の
収
穫
期
の
夏
！｣

お
察
し
の
と
お
り
、
私
た
ち
が
眺

め
て
い
た
の
は
有
名
な
ミ
レ
ー
の

「
落
ち
穂
拾
い
」
で
し
た
。
小
学

生
に
囲
ま
れ
、
つ
か
の
間
の
立
ち

話
。

　

ミ
レ
ー
が
落
ち
穂
拾
い
を
描
い

た
十
九
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
村

部
で
は
封
建
時
代
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
苦
し
い
暮
ら
し
が
続
い
て

い
た
よ
う
で
す
。
落
ち
穂
拾
い
に

描
か
れ
た
三
人
の
女
性
は
こ
の
畑

の
労
働
者
な
ど
で
は
な
く
、
収
穫

を
終
え
た
他
人
の
畑
に
落
ち
穂
を

拾
い
に
集
ま
っ
て
き
た
近
所
の
貧

し
い
人
た
ち
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
て
落
ち
穂
を
拾
う
た
め
畑

に
や
っ
て
く
る
人
た
ち
を
と
が
め

る
地
主
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
気
に
な
れ
ば
一
つ
残
ら
ず
き

れ
い
に
収
穫
で
き
る
は
ず
の
麦
畑

に
、
わ
ざ
わ
ざ
麦
穂
を
取
り
残
す

の
は
当
時
の
農
業
者
の
常
識
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
貧
し
い
中
に
も
人

の
優
し
さ
を
感
じ
る
光
景
が
気
に

入
っ
た
の
か
、
ミ
レ
ー
は
こ
の
題

材
を
何
度
か
絵
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
落
ち
穂
ひ
ろ
い
の
起
源
は

古
く
、
紀
元
前
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

旧
約
聖
書
に
は
「
穀
物
を
収
穫
す

る
と
き
は
、
畑
の
隅
ま
で
刈
り
尽

く
し
て
は
な
ら
な
い
。
収
穫
後
の

落
ち
穂
も
拾
い
集
め
て
は
な
ら
な

い
。
（
中
略
）
こ
れ
ら
は
貧
し
い

者
や
寄
留
者
の
た
め
に
残
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。―

レ
ビ
記
一
九
章

　

今
、
私
た
ち
は
平
和
で
豊
か
な

日
本
に
暮
ら
し
、
戦
や
支
配
者
に

怯
え
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
生
き

て
ゆ
け
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一

方
、
眼
に
見
え
な
い
経
済
や
効
率

に
支
配
さ
れ
、
格
差
は
開
く
一
方

で
す
。
石
橋
高
校
に
学
ぶ
私
た
ち

の
子
供
た
ち
に
は
、
そ
ん
な
世
の

中
を
泳
ぎ
き
る
逞
し
さ
と
知
恵
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
う
と
同

時
に
、
い
つ
で
も
弱
者
に
対
す
る

優
し
い
眼
を
持
っ
た
人
間
で
い
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

落
ち
穂
を
拾
う
人
に
な
ろ
う
と
、

拾
わ
せ
る
人
に
な
ろ
う
と
、
世
の

道
義
と
情
け
を
知
る
人
は
幸
せ
で

す
。
落
ち
穂
拾
い
を
と
が
め
る
よ

う
な
人
に
だ
け
は
な
っ
て
は
い
け

な
い
と
自
戒
も
こ
め
て
思
い
ま
す
。

落
ち
穂
拾
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

永
山　

伸
一

3年生のテーマ研究発表会
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職　

  

員  　

紹　

  

介

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
、
本

校
教
育
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
も
四
ヶ
月
近
く

が
経
ち
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は

昨
年
度
以
上
に
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
中
で
生
き
生
き
と
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
教
職

員
は
一
丸
と
な
り
、
生
徒
が
本
校

で
学
ぶ
こ
と
の
誇
り
と
喜
び
を
持

ち
、
勉
学
を
中
心
に
部
活
動
・
学

校
行
事
に
も
力
強
く
取
り
組
み
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
将
来
の
進
路
実
現
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
一
年
次
か
ら
き

め
細
か
い
指
導
を
し
て
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。
今

後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
温
か
い

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
〇
・
一
一

年
に
米
国
の
大
学
・
大
学
院
で
学

ぶ
日
本
人
留
学
生
の
数
が
十
年
前

と
比
べ
て
半
数
以
下
と
な
り
、
三

位
か
ら
七
位
に
後
退
し
た
と
新
聞

で
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
米
国

で
最
も
歴
史
が
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
で
は
、
学
部
留
学
生
六
六
六

人
の
う
ち
韓
国
か
ら
が
四
十
二
人
、

中
国
三
十
六
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

二
十
二
人
、
そ
し
て
日
本
は
僅
か

五
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
大
変
残
念

な
数
字
で
す
が
、
こ
の
要
因
に
は
、

日
本
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
現
状

の
中
で
、
大
学
生
の
就
職
先
の
不

安
、
家
庭
の
厳
し
い
経
済
事
情
、

若
者
の
内
向
き
志
向
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

外
国
で
生
活
す
る
こ
と
で
、
現

地
の
人
々
と
付
き
合
い
、
家
庭
生

活
に
直
接
触
れ
、
彼
ら
が
ど
ん
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
か
を
知
る
な

ど
の
異
文
化
体
験
だ
け
で
な
く
、

外
国
か
ら
日
本
を
見
る
こ
と
で
日

本
を
見
る
目
が
変
わ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
日
本
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
日
、
若
い
日
本
人
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
様
々
な
価
値
観
に
触

れ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身

に
付
け
、
国
境
を
越
え
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
知
識
と
考
え
方
を
持
ち
、

国
と
国
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
発

想
つ
ま
り
国
際
感
覚
を
持
つ
人
材

で
す
。
決
し
て
将
来
大
企
業
な
ど

で
働
く
人
だ
け
で
な
く
、
地
方
に

お
い
て
も
外
国
と
の
結
び
つ
き
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
誰
に
で

も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
資
源
も
食
糧
も
乏

し
い
日
本
は
外
国
と
の
関
わ
り
が

な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
将
来
を
背
負
う
お
子
さ

ん
の
背
中
を
押
し
て
、
将
来
外
国

で
武
者
修
行
を
さ
せ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

若
者
を
世
界
へ校長

江部　信夫

二　

年

　

徳
原
由
美
子
（
学
年
付　

養
護
）

　

多
賀
谷　

弘
（
学
年
付　

保
体
）

　

永
岡　

正
美
（
学
年
付　

地
公
）

　

森
田　

妙
子
（
六
組
副
担
英
語
）

　

永
井
寿
恵
子
（
六
組
正
担
数
学
）

　

篠
﨑　

真
一
（
五
組
副
担
国
語
）

　

古
谷　

大
輔
（
五
組
正
担
理
科
）

　

宮
下　
　

諒
（
四
組
副
担
理
科
）

　

大
山　

由
紀
（
四
組
正
担
英
語
）

　

栗
原　

浩
司
（
三
組
副
担
保
体
）

　

横
松　

弘
子
（
三
組
正
担
数
学
）

　

小
林　

保
夫
（
二
組
副
担
数
学
）

　

津
久
井
伸
子
（
二
組
正
担
国
語
）

　

印
出　

明
子
（
一
組
副
担
芸
術
）

　

内
木　
　

裕
（
一
組
正
担
地
公
）

三　

年

　

小
林　
　

卓
（
学
年
付　

地
公
）

　

小
宅　
　

徹
（
学
年
付　

理
科
）

　

早
川　

大
介
（
六
組
副
担
国
語
）

　

上
武　

保
夫
（
六
組
正
担
数
学
）

　

中
山　

祥
子
（
五
組
副
担
英
語
）

　

駒
場　

浩
英
（
五
組
正
担
地
公
）

　

吉
田　

知
恵
（
四
組
副
担
数
学
）

　

山
崎　

早
苗
（
四
組
正
担
保
体
）

　

月
井　

純
子
（
三
組
副
担
数
学
）

　

阿
部　

裕
子
（
三
組
正
担
理
科
）

　

甲
田
美
枝
子
（
二
組
副
担
理
科
）

　

塩
野　

友
佳
（
二
組
正
担
国
語
）

　

松
本　

貴
人
（
一
組
副
担
地
公
）

　

石
戸　

直
美
（
一
組
正
担
英
語
）

教
頭
・
事
務
部

　

廣
木　

友
子
（
係
長
）

　

吉
田　

利
彦
（
技
査
）

　

高
橋　
　

健
（
主
査
）

　

小
荷
田
正
浩
（
主
任
）

　

萩
原　

功
夫
（
教
頭
）

　

津
久
井
義
久
（
技
査
）

　

河
野　

俊
介
（
事
務
長
）

　

貝
原　

玲
子
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
）

　

落
合　

真
美
（
司
書
）
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◎本部役員
役職

会　長

名誉会長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

会　計

会　計

会　計

書　記

書　記

書　記

書　記

会計監査

会計監査

顧　問

　　氏　名

永山　伸一

江部　信夫

小野　友次

稲田　由紀子

渡辺　理江

近藤　暢美

萩原　功夫

諏訪　順子

青木　恭子

河野　俊介

菊地　ひとみ

山崎　洋美

島田　幹男

霧林　宏道

白坂　千枝

上原　啓子

菊地　伸明　　伊澤　幸延  　藤田　猛

支部

南河内

石橋

南河内

宇南

宇北

国分寺

野木

上三川

壬・両

小山

間々田

校　長

教　頭

事務長

渉外部長

渉外副部長

生徒名

ことは

大　樹

小夜子

大　志

仁

瑞　貴

絵　美

ま　ゆ

茉実奈

泰　樹

雅　広

年組

3-1

2-2

2-1

2-2

2-2

2-3

2-5

2-5

2-5

2-2

2-4

◎理事

◎部会長・委員長

役職

支部長

副支部長

支部長

副支部長

理　事

理　事

支部長

副支部長

理　事

支部長

副支部長

副支部長

支部長

副支部長

支部長

副支部長

　　氏　名

若林　恵

渡邉　真樹子

菅又　純子

山本　由美

江部　智昭

小宅　明子

菊地　旬子

本橋　成美

鈴木　春美

近藤　美由紀

青木　久美子

大竹　美枝子

折笠　久子

小林　淑栄

慶野　徳子

山口　乙巳

支部

石橋

石橋

上三川

上三川

上三川

上三川

南河内

南河内

南河内

国分寺

国分寺

国分寺

桑・絹

桑・絹

小山

小山

生徒名

陸

日　菜

直　登

竜　也

絢　音

真ノ介

詢

佑　斗

竜

克　哉

毅

ひかり

隆　誠

諒　平

慎　吾

晃　司

年組

2-5

2-5

2-2

2-2

2-6

2-4

2-2

2-2

2-5

2-3

2-3

2-3

2-2

1-5

2-3

3-3

役職

副支部長

理　事

理　事

理　事

理　事

支部長

副支部長

支部長

副支部長

支部長

副支部長

理　事

支部長

副支部長

理　事

理　事

理　事

理　事

支部長

副支部長

副支部長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

　　氏　名

大作　貴子

山中　陽子

山中　洋子

藤本　志保子

永井　美千子

髙嶋　小百合

関　綾子

桑原　早苗

小林　治代

篠原　聖子

葛生　眞代

加藤　寿恵

飯野　直子

田中　直美

森田　恭子

小林　文子

川上　政江

中島　恵子

髙橋　優子

櫻井　百代

長峰　里美

藤間　克子

木村　順子

石原　美香

畑　章子

山口　優子

石川　志麻子

支部

小山

小山

小山

小山

小山

間々田

間々田

野木

野木

壬・両

壬・両

壬・両

宇南

宇南

宇南

宇南

宇南

宇南

宇北

宇北

宇北

宇北

宇北

宇北

宇北

宇北

宇北

生徒名

勇　人

寛　太

俊　典

会　可

真　美

隼　人

一　弥

一　樹

愛　居

朱　音

朱　莉

瑞　歩

真　登

優　希

成　美

大　輝

裕一郎

光　希

裕

菜　摘

美　桜

洸　人

貴　大

みのり

公　典

栞

桜

年組

2-1

3-1

3-6

2-3

3-3

2-2

2-1

2-3

2-6

2-3

2-5

1-1

2-4

2-6

2-2

2-1

2-2

2-6

2-2

2-4

2-6

2-6

2-2

2-3

2-1

2-1

2-4

役職

３学年部会長

２学年部会長

１学年部会長

研修委員長

広報委員長

生活委員長

　　氏　名

角田　秀美

松本　和典

栗原　徹

楠　幸子

上野　康江

小林　深雪

支部

南河内

壬・両

国分寺

石橋

南河内

宇北

生徒名

り　え

俊　亮

杏　実

あゆみ

美　咲

大　悟

年組

3-4

2-3

1-3

2-1

3-4

3-1



◎１学年部会幹事
役職

部会長

副部会長

副部会長

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

　　氏　名

栗原　徹

武田　要子

吉川　清江

郷間　秀美

ノイラン　ゆう子

松本　智恵美

古口　享子

小林　好美

髙橋　靖子

福士　賢子

小倉　貴子

堀田　いずみ

支部

国分寺

石橋

上三川

宇南

宇北

宇北

宇南

南河内

小山

南河内

小山

宇北

生徒名

杏　実

祐　汰

葵

丈　滉

顕 クリストファー

ゆりな

悟

睦

蒼　人

智　子

広　慈

禎之介

年組

1-3

1-1

1-1

1-2

1-2

1-3

1-4

1-4

1-5

1-5

1-6

1-6

◎広報委員会
役職

委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

　　氏　名

上野　康江

金澤　有美子

栗原　徹

古口　享子

小林　好美

小倉　貴子

小滝　文子

山崎　裕子

支部

南河内

宇南

国分寺

宇南

南河内

小山

宇北

宇南

生徒名

美　咲

清

杏　実

悟

睦

広　慈

真　広

晴　香

年組

3-4

3-3

1-3

1-4

1-4

1-6

2-4

2-6

◎生活指導委員会
役職

委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

　　氏　名

小林　深雪

篠原　聖子

髙橋　靖子

福士　賢子

堀田　いずみ

小池　陽子

柏倉　梨恵

小嶋　範子

山田　理都子

山田　佳世

支部

宇北

壬・両

小山

南河内

宇北

南河内

壬・両

宇南

宇南

宇北

生徒名

大　悟

朱　音

蒼人

智　子

禎之介

淳　平

杏　介

岳

友　理

涼

年組

3-1

2-3

1-5

1-5

1-6

2-4

2-5

3-1

3-3

2-4

◎２学年部会幹事
役職

部会長

副部会長

副部会長

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

　　氏　名

松本　和典

稲田　由紀子

釣部　みゆき

楠　幸子

輕部　香織

菅山　直美

篠原　聖子

小池　陽子

小滝　文子

柏倉　梨恵

佐々木　絹恵

山崎　裕子

支部

壬・両

南河内

宇北

石橋

小山

宇北

壬・両

南河内

宇北

壬・両

宇南

宇南

生徒名

俊　亮

小夜子

正　義

あゆみ

悠　太

亮　太

朱　音

淳　平

真　広

杏　介

諒

晴　香

年組

2-3

2-1

2-5

2-1

2-2

2-2

2-3

2-4

2-4

2-5

2-6

2-6

◎３学年部会幹事
役職

部会長

副部会長

副部会長

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

　　氏　名

角田　秀美

勝間　純子

高橋　順子

小林　深雪

小嶋　範子

金澤　有美子

山田　理都子

上野　康江

小竹　真佐子

坂田　みゆき

平石　きよ子

諏訪　貞子

支部

南河内

宇北

宇北

宇北

宇南

宇南

宇南

南河内

宇北

上三川

宇北

小山

生徒名

り　え

嶺

陸

大　悟

岳

清

友　理

美　咲

航　平

桃　子

諒

翁　紀

年組

3-4

3-2

3-2

3-1

3-1

3-3

3-3

3-4

3-5

3-5

3-6

3-6

◎研修委員会
役職

委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

　　氏　名

楠　幸子

武田　要子

吉川　清江

郷間　秀美

稲田　由紀子

釣部　みゆき

角田　秀美

平石　きよ子

諏訪　貞子

支部

石橋

石橋

上三川

宇南

南河内

宇北

南河内

宇北

小山

生徒名

あゆみ

祐　汰

葵

丈　滉

小夜子

正　義

り　え

諒

翁　紀

年組

2-1

1-1

1-1

1-2

2-1

2-5

3-4

3-6

3-6
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◎
剣
道
部
は
、
平
成
25
年
度

県
高
校
総
体
兼
関
東
高
校
剣
道

大
会
県
予
選
会
に
て
ベ
ス
ト
４

に
入
り
、
30
年
ぶ
り
の
関
東
（
埼

玉
県
）
大
会
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

◎
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
平

成
25
年
度
県
高
校
総
体
兼
関
東

高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
県
予

選
会
に
て
、
３
位
入
賞
を
果
た

し
、２
年
ぶ
り
の
関
東
（
栃
木
県
）

大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

◎
書
道
同
好
会
の
３
年
生
髙

橋
陸
君
が
第
７
回
全
国
高
校
生

大
作
書
道
展
に
て
、
大
作
優
秀

賞
を
受
賞
し
東
京
都
美
術
館
に

そ
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

◎
２
年
生
小
林
愛
居
さ
ん
が

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
都

宮
主
催
の
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
・

フ
ァ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、
優
秀

賞
を
受
賞
。
８
月
に
行
わ
れ
る

日
本
東
リ
ジ
ョ
ン
・
ユ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
場
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

◎
放
送
部
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国

高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
栃
木
県

予
選
会
に
て
、「
研
究
発
表
部
門
」

で
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し

た
。

　

◎
水
泳
部
猪
股
利
弘
君
が
平

成
25
年
度
関
東
高
校
水
泳
競
技

大
会
栃
木
県
予
選
会
に
て
、
百

ｍ
・
二
百
ｍ
背
泳
で
入
賞
し
、
関

東
（
埼
玉
県
）
大
会
出
場
と
な

り
ま
し
た
。

生
徒
の
活
動
の
記
録

５月２８日（火）実施校内球技大会成績

男子ソフトボール

男子サッカー

男子バスケットボール

男子バレーボール

男子卓球

男子ソフトテニス

３の２

２の３

１の１

３の３

１の２

３の４

３の５

３の６

１の６

３の４

３の６

３の３

３の３

３の１

３の２・３の３

２の５

３の５

種　目 優　勝 準優勝 ３位

女子バスケットボール

女子バレーボール

女子卓球

女子ソフトテニス

３の５

２の２

３の５

１の５

３の１・３の４

２の１

１の１

１の４

１の１

３の１

大縄跳び ３の６ ３の１ １の５

総　　合 ３の３ ３の５ ３の１・１の１

校
内
球
技
大
会

一　

年

　

長
﨑　

陽
子
（
学
年
付　

理
科
）

　

小
池　

道
夫
（
学
年
付　

保
体
）

　

三
森　

雅
弘
（
六
組
副
担
理
科
）

　

山
﨑
美
紀
子
（
六
組
正
担
英
語
）

　

霧
林　

宏
道
（
五
組
副
担
国
語
）

　

琴
寄　

元
樹
（
五
組
正
担
保
体
）

　

居
城　

玲
子
（
四
組
副
担
家
庭
）

　

小
林　

淳
人
（
四
組
正
担
数
学
）

　

宮
下
慎
太
郎
（
三
組
副
担
英
語
）

　

木
暮　

寿
恵
（
三
組
正
担
国
語
）

　

島
田　

幹
男
（
二
組
副
担
芸
術
）

　

北
條　

岳
彦
（
二
組
正
担
英
語
）

　

作
佐
部
芳
明
（
一
組
副
担
地
公
）

　

蓮
実　

正
志
（
一
組
正
担
数
学
）
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編 

集 

後 

記

　

本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
に

な
り
、
第
一
〇
五
号
を
発
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
学
期
に
行
わ
れ
た
生
徒
の
行

事
の
中
か
ら
１
年
生
の
遠
足
、
生

徒
会
・
放
送
部
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
３
年
生
の
テ
ー
マ

研
究
発
表
会
、
校
内
球
技
大
会
か

ら
表
紙
と
な
る
写
真
を
選
び
ま
し

た
。
い
き
い
き
と
し
た
笑
顔
、
楽

し
そ
う
に
頑
張
る
子
供
た
ち
の
姿

を
見
て
、
こ
ち
ら
も
楽
し
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
少
し
で
も

伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
広
報
委
員

　

上
野　

康
江　
　

金
澤
有
美
子

　

小
滝　

文
子　
　

山
崎　

裕
子

　

栗
原　

徹　
　
　

古
口　

享
子

　

小
林　

好
美　
　

小
倉　

貴
子

Ｐ 

Ｔ 

Ａ 

活 

動 

報 

告

 

２
学
年
部
会

　

６
月
25
日
（
火
）
に
、
約
七
割

の
保
護
者
の
出
席
の
も
と
、
２
学

年
部
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
２
学
年
部
会
長
、
江
部
校

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
学
年
主
任

の
内
木
先
生
か
ら
本
年
度
の
新
た

な
取
り
組
み
で
あ
る
「
被
災
地
支

援
と
東
北
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
」
、
そ
の
他
修
学
旅

行
な
ど
の
今
年
度
の
２
年
生
行
事

や
学
習
状
況
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
進
路
指
導

部
長
の
小
林
卓
先
生
か
ら
昨
年
度

の
進
路
状
況
に
つ
い
て
、
生
徒
指

導
部
長
の
多
賀
谷
先
生
か
ら
生
活

面
の
現
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

話
が
あ
り
ま
し
た
。

 

生
活
指
導
委
員
会

　

列
車
指
導
・
校
外
指
導

　

６
月
21
日(

金)

に
、
列
車
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
生
憎
の
天
気

で
し
た
が
、
今
回
も
宇
都
宮
方
面

と
小
山
方
面
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
生
活
指
導
委
員
の
保
護
者

10
名
と
多
賀
谷
先
生
・
長
﨑
先
生

の
計
12
名
で
実
施
し
ま
し
た
。
車

内
で
の
高
校
生
の
様
子
は
各
々
が

音
楽
を
聴
い
た
り
、
本
を
読
ん
だ

り
と
静
か
に
過
ご
し
、
会
話
を
し

て
い
る
子
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
隔
世
の
感

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
注
意

す
る
高
校
生
も

い
ま
せ
ん
で
し

た
。

 

３
学
年
部
会

　

６
月
７
日
（
金
）
に
、
八
割
以

上
の
保
護
者
の
出
席
の
も
と
、
３

学
年
部
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
部

会
に
先
立
ち
、
昨
年
同
様
駿
台
予

備
校
の
登
坂
嘉
晃
先
生
か
ら
「
平

成
26
年
度
入
試
に
向
け
て
」
と
い

う
演
題
で
、
講
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

　

５
月
２
日
（
木
）
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
が
行
わ
れ
、
約
七
割
の
保
護
者

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
授
業
参
観
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
第
一

体
育
館
工
事
に
伴
い
、
第
二
体
育

館
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

 

関
東
高
Ｐ
連
に
参
加
し
て

　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長稲

田　

由
紀
子

　

本
年
度
の
第
59
回
関
東
高
Ｐ
連

は
、
埼
玉
県
が
主
催
で
７
月
３

日
・
４
日
の
両
日
に
渡
り
開
催
さ

れ
、
本
校
か
ら
は
学
校
長
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
未
来

を
彩
れ 

人
の
輪
で 

子
供
た
ち
の
た

め
に
〜D

o your B
est

〜
」
。
地

元
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱
団
や
書
道

部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
脳
科
学

者
茂
木
健
一
郎
氏
に
よ
る
記
念
講

演
「
子
ど
も
の
未
来
を
豊
か
に
す

る
親
の
知
恵
」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
、
「
進
路
指
導
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
」
に
参
加
。
栃
木
県
立
さ
く

ら
清
修
高
校
が
「
学
校
と
の
連
携

を
目
指
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

進
学
や
就
職
支
援
に
つ
い
て
熱
心

に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
度

は
群
馬
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。


